
平成 5年 3月 21日 (日 )

第 11回 支 部 総 会 開 か れ る

神奈川県支部総会が大学、関東各支部他多数の来賓を迎え、横浜駅西口「高島屋 ミ
ーテ イングサロン」にて 3月 21日 (日 )開かれた。校友・家族など多数の参加があ り、
なごやかな歓談がいつまでも続いた。

○ 総  会
○ フオーラム「私が立命館を出た意味合い」
○ 剛柔流空手道 型 模範演武・・・空手道部 関東 03会
○ 漢方のルーツ・中国医学の歴史

○ 落  語 
指

壁2香彎魔遣罰
刊 ・・・横浜市立大学 山本徳子先生

〇 ピンゴゲーム

第  7 回 ヨ コ ハ マ ポ  ー ル に 立命館パ ンサーズ 出場す  !
(東 西招待 アメ リカンフ ッ トボ ール )

来たる 6月 6日 (日 )横浜スタジアムにて東西大学の トップ 3大学 の東 西対抗試合
が行われ る。今 季関 西 3位の立命館 は、関東 のは者 法政大 と対戦するぅ
多 くの校友 の皆様 の応援をお願 いし ます。
O立命館の関西リーグでの戦績

988年   リーグ 2位
989年    //  3位
990年    //  2位
991年    // 3位
992年    //  3位

○ 入場料等 (予定 )

・入場料  1,

・前売開始
ヘ

★★★ 今年 こそ関西 リーグ優勝、め ざせ甲子園ボ ール出場 ★☆★

〇 試 合  1993年 6月 6日 (日 )

雨天決行
於 :横浜 ス タジアム

試合時間等は 3月26日 、記者発表
問 い合せ (ヨ コハマボ ール実行委員会 )

03-3780-7030渡 辺 さんへ

800円  (前売  1,500円 )

父母 lu」 伴 の小 中学生 は無 料
4弓 10日 頃 チ ケ ッ トピア 、チ ケ ッ トセ ゾ ン、
有 名プ レイガ イ ド、有名プ ロシ ョップ 、横浜 ス タジアムにて
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鶴 屋 町 2-21-9
トーア柳内 広報担当

(36行  1800部 )

T(045)312-1321

体 育 会 各 部 は 今 年 も 大 活 耀

硬式野球部 関西学生 リーグ春 秋連 ば

春 の全 日本大学野球選手権 (神宮球場 )では憶 しくも決勝で駒大 に敗れ、準

優勝じ連 日、地元大学 よ りも多 くの学生・教職 員・校友が応援 にかけつけた。

全 日本女 子大学駅伝  3年 連続 9位
全 日本空手道個人選手権 型 の部で古川哲也君 (営 2)浅野麻衣子さん (文 1)優勝

全 日本学生重量挙 げ個 人選手権 影山博文君 (文 4)東 条和恵 さん (産 1)優勝

全 日本学生陸 上対校大会 沢綾子 さん (産 3)女子 1500メ ー トル優勝
全 日本大学陸上ホ ッケー 3位
関西大学剣道大会 男 f―悲願 の初優勝 女子準優勝

「 平 相 と 民 主 主 義 |の 具 現 化  国 際 平 和 ミ ュ ー ジ ア ム 開 館 さ れ る

平和教育・平和研究をいっそう発展 させるものとして映像や写真 、遺品などの
資料約 3千点が展示されている。是非一度見学して下さい。入場無料。

★

★

★

☆
★

★



平成 5年 3月 21日 (日 )

名誉支部長

副支部長

幹 事 長
副幹事長

第  21  ,子

第11回 神奈川県支部総会 にあた り、支部役員・ 平成 4年度 会計報告・ 平成 5年度
会計予算 (葵 )。 平成 4年度活動報 告を致 します .

○ 支部 役 員  顧 問  小出切義雄 (18年文)森 田康夫 (19年理工)

嶋崎栄治 (20年理, 中西昭雄 (27年経 )

相 談役  梶 岡重義 (23年 理工)西 村 弘 (26年経)相 澤良信 (30年 理工 )

五十川照夫 (25年経 )

勝田寛― (25年 文)   支 部 長  岸本哲夫 (26年 法 )

斎藤寿弥 (27年経)武 Lt」 智改 (30年 法)茂 山哲也 (31年理工 )

車 宗成 (32年 法 )

浅 野 勲 (35年 理工 )

中付 勲 (33年 法)永 井紀 代子 (40年文)上 田 隆 (41年 法 )

都築 治 (41年 文)横 野圭司 (42年 法)長 谷川貞栄 (45年文 )

織田陽司 (35年理工)田 中健 明 (36年理工 )

浜田、鶴見、桜本、堤 、田辺 、芦川、登川、石井、山 田正、久保
芝野 、京川 、山 El健 、立石 、小西、高旧、三浦、橋 本、小久保
人 見、山下、山仁 、尾崎 、広川、山本徳 、中島 、日島、林

会  計  上 田 、尾崎

り つ め い か な が わ

広  報  長谷 川、広川

監  薔 餞n揚磐 リヤにり③

事
事

監
幹

○ 平成5年度 立命館大学校友会 神 奈 川 県支部 予算 案

〇 平成4年度 立命館大学校友会 神奈川県支部 会計報告 平成5年 3月 21日

へ  の  部 支 七 の 部
年 度 よ り繰 越     663,129 者さ

`キ

看寺             2, 654, 81 8
450,000 二年 会 費       426,008

K 会 費           995,000 l属」・ 雇事類費       92,631
信 ・ 費      507,063

集 会 費          460,313
― ク ン ョ ン      1,226,791 265,340
収 入 88. 251 事務 ・ 雑 費        30.278

0
14,720

合 計      4,451,171 4,451,171

平成 4年度 活動報告
1.校 友会関係・・・ 関 東空手遭 OB会総会 (6.6)埼 玉県支部総会 に0.3)

全国校友大会 (10.31)東 京 支部総会 (11.12)千葉 県支部総会 (11.15)
栃木 県支部総会 (2.9)茨 城 県支部総会 (3.6)

2.支 部活動関係・・・ 会費納入依頼業務、広報誌 19号発送
春季ゴ ルフコ ンペ 於 :沼津国際 CC(4.5)当 日雨天 のため 5.2実施
女性部会顔合わせ 於 :横浜 トーア (5。 9)
アメフ ト「 ヨコハマボー ル」応援 於 :横浜ス タジアム (6.7)



平成 5年 3月 21日 (日 ) 第 21 号

全 日本大学野球 選手 種応援 於 :神宮球場 (6.6～ 6.14)
教 Ila員 関係者校友昼食会 於 :横浜 トーア (6.14)
コ ッ トの会 於 :江の島 ヨ ッ トハーバー (8.15)支 部校友「 キ ョンナ ム」
さんの出版を祝 う会 於 :渋谷 東急 (9.%)旅 行 会 於 :伊東温泉 (11.21～
忘年会 於 :横浜高島屋 (12.6)り つめい神奈川 20号 (12.6)
第11回 総会 於 :横浜高島屋 (3.21)り つめい神奈川 21号 (3.21)
囲碁同好会 於 :横浜 トーア (毎月第 3土曜 日)、 忘年会・総会のための幹事会

支 部 の 顔 ③  岸 本 哲 夫 支 部 長 (昭 26年法卒)

神奈川県支部長を10年間務め られ た勝田支部長を1き ilkぎ 2代支部

長になられ た岸 本哲夫氏 は昭 3年 6月 18日 、兵庫 県小野 市 日古町に生
まれ る。兵庫 県立小野高等学校を卒業 後 、立命館 に入学。学生時代 は

フェ ンシング部 に所属 し、練 習 の出来 る体育館 も無 く、大変苦労 しな

が ら練習を した。 また戦後 まもな くの食糧難時代であ ったので、皆苦

労 して自炊を し、家庭教師 のアルバイ トも夕食 のご馳走 にあ りつける

)電ぉ釜

`基

望な8P属基塞[継 E実是F暮鮮まちJ‖郭産ェ■
業蜘 に。l1861年 末まで船舶の営 業に従事 し、この間その時代 の世界一  i
大型 のタンカーの建造を担 当。 また作業船をもって本四架橋 lFl戸 大橋  :
の橋脚の海底基礎掘削を担 当し、その完成開 礎が35年間での一番の想
い出。現在 は西芝電機由 に勤務 。趣味 は囲碁 、ゴ ルフ、スポ ーツ観戦。

家族 は妻 (郁子 さん)と 子ども 2人。 これ からは健康 で長生 きし、支部校友会活動

を活性化 し、社会 に貢献できるほどの支部に したいと抱負を語 られ る。お酒 とタバ

コを ひかえめに して、校友会発展 のためによ ろしくお願 いし ます。 (聞 き手 長谷り|)

支 部 は 人 貧 乏 の 救 瞳

人事と労務の経営 相談・給与計算業務 代行

労働社会保険諸法令に基づく業務サービス

橋 本 務 管 理 事 務 所

也  (46年産社卒 )

横浜 市緑 区 十 日市場町 823-4
グ リッター金子 2階

曽  (045)983-0721

三浦半 島一 円、不動 産 のことな ら

気軽 に何 でも ご相 談下 さい

芝 野 十 三 雄 137年法卒 )

蒼  企  画

曾  (0468)23-5628

れ

穂

た

平

主

印 (昭 31年文 卒 )

恒 例とな っている忘年会 の前座 と して、討論会を催 したのは、初めてのことでは

ないでし ょうか。「定年後 の生活設計への模索」 と銘Л つて、当初ど うな ることか

と不安もあ りましたが、75席ほど増意 した椅 子も満 席とな り、場内はイ]か熱気にも

似た気迫 さえ感 じさせ弓れ ました。取 りあえず、テーマを生 ぐさい自己体験を主体

にとい うことで、食 うこと (生 活 、家 計、年金等 )、 健康 、それ に生 き甲斐 (日 々の生活
への張 り)、 とい う項 目に分けて 、山本朝夫氏 (昭お年経率 )に 口火を切 っても らい ま

した。何 しろ lE味 で50分 くらいしか時間があ りません.盛 り上が ろ うとする手前 で、

各項 ともに時間切れ にな って しまい ます。それ でも延べ 10人ほどの方 々に発 言して

■ こなEと克:Rを 急書縁皐3恐香 塚[詈恐手た2た テ :き :施の半分 は他 人を

喜ばすためにとよ く言われています。人貧乏にな らないために、支部を ど う利用 し

たらいいのか。そ して支部 としては、それをバネにしてど う活性化 させた らいいの

か。数 々の問題 は提起 されたものと思 い ます.江戸 後期 の伊能忠故 (詢歳を過ぎた後

半生に地理学 者 として測量学を学 び、 日本全 上の実測地図を完成 )の生 きざま等を の

ぞきながら、も う一度機会をみて じっくり話 しあ ってみてはと、思 うことしき りで

あ ります。

労
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営

本

経

橋
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(′ 予」) 1992年 (平成4=,12月 22日   火曜日
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十
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か
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″
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玉
″
の
シ
マ
ウ
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」

（講

談
社
刊
）
を
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の
ほ
ど
出
版
し

た
。両

親
、
妹
を
ポ
ル

・
ポ
ト
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代
に
亡
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、
日
本
で
カ
ン
ポ

ジ
ア
人
留
学
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と
結
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、

一
児
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母
、
料
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お
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さ
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し
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奮

川
端
義
明

一

p  新

代理人〔ま
同席せず

1993年 (平成5年 )2月250  木饉●

NHKは 4月 からの番組改綱を発表したc

キヤスターも大幅に代わったが「夜 7時の
ニュース」はヨ1続 きり|1端義 明さん (昭Ю法 )

が起用された。川端さんは支部校友でもある
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田
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０
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回
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ョ
護
交
渉
を
行
い
、
五
千
五

百
万
円
増
の

一
●
千
五
百
万
円

金^
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サ
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古
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千
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ブ
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年
両
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回
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２
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の
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を
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キ
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大
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分
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Ｆ
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ヽ

こ
の
日
は
代
理
人
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さ

せ
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、

一
人
で
交
渉
に
自
ら
、

彗

否
贅
箸
士

蓼
電

添

）一
〓

万
円
近
く
ア
ツ
プ
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と
か

ら
、
サ
イ
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し
た
。

古
田
は

「壺
定
も
島
直
し
て

く
れ
た
し
、
代
■
人
交
ン
に
つ

い
て
も
、
今
螢
、
考
慮
し
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
納

得
し
ま
し
た
」
と
笑
■
で
嬌
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た
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一
方
、
日
口
代
表
は

「〓

定
の
■
字
に
出
な
い
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
も

，
衝
し
た
。
代
理
人

に
つ
い
て
は
、
球

，
全
体
で
対

応
を
考
え
て
い
か
な
じ
●
一ば
」

と
口
葉
を
●
し
た
。昨年 、ヤクル ト優勝の原動力 とな った本学 OBの

古田敦也捕手 (昭 62営 )が 活塵 するシーズ ンが間近か
とな った。横浜 ス タジアムヘ応援 に行 こ う。
オ リックスの長谷川滋利投手 (平 2営)に も頑張って欲 しい


